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学校目標 
[自主]個性を生かし 自ら学び続ける人間 

[敬愛]自他を尊重し 思いやりのある人間 

[克己]困難に打ち克つ 心身ともにたくましい人間 
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２０２５年【乙巳（きのとみ）の年】が明け、大寒から立春へ向かう時期となりました。町田天満宮のブログ（「梅だ

より」）には、すでに梅の開花が報告されています。 

大寒の日の朝日新聞天声人語のタイトルは「冬にみる桜」。桜は秋に生まれた花芽が春の気配を知り、つぼみが

気張ってふくらんでくる様を「笑いかけ」というのだそうです。本校の学校図書館屋上から手が届くほどの位置に

は、ソメイヨシノの枝先があり、確かに薄紅色の微笑みが見て取れます。 

「この山の樹樹のことごと芽ぐみたり桜のつぼみ稍ややにゆるむ」 (岡本かの子) 

現在、校長室入口左の壁面と図書館開館表示ボードの裏側に、読売新聞［1 月 1 日（水）付］掲載の全面広告を

掲示しています。内容は元旦に配信リリースされた、サザンオールスターズの新曲『桜、ひらり』の歌詞と能登半島

地震から丸一年にあたる被災地や国民の生活に寄り添う旨のメンバーからのコメントです。歌詞は「どれくらい眠

れぬ夜を越え 止まない雨に打たれ大人になったろう？」と始まり、「懐かしい友 愛する人は去
い

き 羽ばたくように 

時間は流れた」と続いていきます。コメントには、「時に無情に襲い来る天災や社会問題等に抗うことはできず、昨

年の今日も、日本中が深い悲しみに覆われたことを忘れることはできません。」とあります。 

以前の学校だよりで、桑田佳祐さんが発表したチャリティーソング『時代遅れの Rock’n’Roll Band』について

触れ、その楽曲が世界を一変させた新型コロナウイルス感染症の脅威、全国各地で起きている自然災害、ロシア

によるウクライナ侵攻などの話題から、今の時代に向け、発信されたことを紹介しました。『桜、ひらり』もまた、被災

地だけでなく復興を願う全ての人々に寄り添い、励ますメッセージに心が揺さぶられます。大きな影響力をもつア

ーティストが、タイムリーに行う振る舞いに尊敬の念に堪えません。  

図書館前の「注目記事」ボードには、朝日新聞号外［1 月 22 日（水）付］を掲示しています。日本選手として初め

てアメリカ野球殿堂入りが決定した際のインタビューです。元アメリカメジャーリーグ選手のイチローさんが語った

中で私の印象に残った一言があります。若い選手へのアドバイスとして、「才能にあふれた人はいっぱいいる。そ

れを生かすも殺すも自分自身。自分の能力を生かす能力がまた別にあるということを知っておいてほしい。」 

イチローさんの言葉は、常に様々な意味を含んでいるように感じます。イチローさんの現役時代は、トレーニング

の徹底したルーティン化でも知られています。それは、もてる力を最大限に発揮するための準備や揺るがない心、

客観的に自分を見る目につながっているように思います。 

当たり前のことを、当たり前にできるように徹底する（さらに継続する）「凡事徹底」にもつながる考えでもありま

す。始業式で紹介した、「勉学と掃除は等価値である。」でもあります。当たり前のことが、当たり前にできるように

なると、誠実にものごとに取り組んでいくことの大切さにも気付けるようになります。学校が目指す生徒像でも

あります。 

桃の節句には少し早いですが、昨年に引き続き、１階学校図書館前と昇降口、２階被服室前にひな人形を設置

しました。ボランティアコーディネーターの館山さん、図書館指導員の古田さんを中心に、副校長補佐の永吉さん、

スクールサポートスタッフの桑原さん、用務業務員の石田さん、三井さん、そしてポプラ学級の生徒と先生方に飾

り付けをお手伝いいただきました。地域・保護者の皆様の御来校の際は是非、御覧ください。 

 

「生徒・教員一人一人が人権尊重・生命尊重の精神をもち、いじめ・不適切な言動のない学校」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

感じて、考え、行動することの大切さ 

校長 福田 秀樹 

来年も成瀬台小学校との間に「鯉の架け橋」をつなげたいと考えております。鯉のぼりの御提供をお待ちしております！ 



教育活動の様子

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月のおもな予定 

台中生の健闘を讃えて （敬称略） 

（ＨＰでは生徒氏名を掲載せず） 
・社会を明るくする運動作文コンテスト 
 東京都推進委員会 優秀賞 
更生保護法人東京と更生保護協会理事長賞 
 1年女子 題：「おじさん」と「明るさの種」 
町田氏推進委員会 優秀賞 

  1年女子４名（再掲の生徒を含む） 
・バスケットボール部 町田市交流大会女子の部 優勝 

 

日 曜 内容 備考

1 土

2 日

3 月 全校朝礼・安全指導

4 火

5 水 新入生説明会14:30～ SC

6 木 学校運営協議会

7 金 SC

8 土 新入生物品販売（体育館）13:00～15:00

9 日

10 月 成中タイム
Ｂ時程
３年特別時間割

11 火 建国記念の日

12 水 職員会議 SC

13 木 一斉委員会 Ｂ時程

14 金 中央委員会 SC

15 土

16 日

17 月 生徒会朝礼

18 火 部活動停止（～26日まで）

19 水 避難訓練・校内研修会 SC

20 木

21 金 都一次・前期選抜
Ｂ時程
３年特別時間割

22 土

23 日 天皇誕生日

24 月 振替休日

25 火 学年末考査

26 水 学年末考査 SC

27 木 学年末考査・笑顔と学びのプロジェクト

28 金 SC

SC:スクールカウンセラー勤務日 

 

第２学年職場体験 

１月２２日（水）から２４日（金）までの３日間、礼儀作法や言
葉づかいなど社会人としてのマナーを学び、働くことの知恵
や苦労を学びとることを目的に職場体験を実施しました。
様々な職種や働く人、利用者（お客様）と接し、改めて自らの
進路を考える機会となりました。今後は御礼の手紙作成と送
付を終え、ＭＥＳＥ学習につなげていきます。 

 

第３学年の家庭分野の授業では、幼児の生活について学ん
でおり、幼児にとっての遊びの意義や幼児との関わり方につ
いて考えます。幼児の安全なおもちゃを被服の技能を用いて
作成しました。個性豊かな作品の数々を是非、御覧ください。 

第３学年家庭科作品 
２月２７日（木）は、１１:３０から東京都教育委員会の「笑

顔と学びの体験活動プロジェクト」を開催します。成瀬台
中学校では「様々な芸術・文化に触れる体験」を選択し、ジ
ャズオーケストラを招いてコンサートを行います。地域・保
護者の皆様もぜひ、御参観ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月１７日（金）、第１学年は体育館で書初め大会を実施しま
した。「書初め」は、日本文化である書道を通して、一年の目
標や抱負を文字で表現するものが一般的ですが、今回は全
員が「庭の月影」を書き、自分と向き合う時間としました。 

第１学年書初め大会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月２７日（月）に国際理解教育の一環として、江東区青海
にある Tokyo Global Gateway(TGG)で校外学習を実
施しました。普段の学校生活と異なる環境で外国人講師や生
徒同士と英語で交流することを通して、生徒の国際感覚を育
て、異文化理解を図りました。 

第１学年ＴＧＧ研修 


